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実績報告書作成要領（案）修正箇所について

法人からの指摘による修正

第２部 実績報告書の作成方法

第２章 中期目標の達成状況報告書

（Ｐ２０）

４ 中期目標の分析・判定

(1)中期目標ごとの達成状況の分析・判定

（略）機構が作成する評価報告書では、（略）小項目、中項目、大項目ごとの達成状況について、

以下の区分により判定を行い、中項目、大項目については、その判定結果及び判断理由を記述しま

す。

上記修正に関連する記述についての修正

第２部 実績報告書の作成方法

第１章 学部・研究科等の現況調査表

第１節 教育に関する現況調査表

（Ｐ４）

３ 「教育の水準」の分析・判定

(1) 観点ごとの水準判定

（略）以下の区分により、観点ごとに判定（３段階）を行い、その判定結果及び判断理由を記

述してください。（略）

(2) 分析項目ごとの水準判定

（略）以下の区分により「教育の水準」の判定（４段階）を行い、その判定結果及び判断理由

を記述します。

（Ｐ５）

４ 「質の向上度」の分析・判定

（略）以下の区分により「質の向上度」を判定しの判定を行い、その判定結果及び判断理由を記述

し、また、注目すべき質の向上の指摘を行います。なお、重要な質の変化について「該当なし」と記

述した場合にも、「教育の水準」の水準判定に関する内容を分析し、以下の区分により「質の向上度」

を判定しますの判定を行い、その判定結果及び判断理由を記述します。
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第２節 研究に関する現況調査表

（Ｐ１０）

３ 「研究の水準」の分析・判定

(1) 観点ごとの水準判定

（略）以下の区分により、観点ごとに判定（３段階）を行い、その判定結果及び判断理由を記

述してください。（略）

（Ｐ１２）

(2) 分析項目ごとの水準判定

（略）以下の区分により「研究の水準」の判定（４段階）を行い、その判定結果及び判断理由を

記述します。

（Ｐ１３）

４ 「質の向上度」の分析・判定

（略）以下の区分により「質の向上度」を判定しの判定を行い、その判定結果及び判断理由を記述

し、また、注目すべき質の向上の指摘を行います。なお、重要な質の変化について「該当なし」と記

述した場合にも、「研究の水準」の水準判定に関する内容を分析し、以下の区分により「質の向上度」

を判定しますの判定を行い、その判定結果及び判断理由を記述します。

第２章 中期目標の達成状況報告書

（Ｐ１９）

３ 中期計画の分析・判定

(1)中期計画ごとの実施状況の分析・判定

（略）

その上で、以下の区分により、中期計画ごとに判定（３段階）を行い、その判定結果及び判断理

由を記述してください。

（Ｐ２０）

中期計画の段階判定の区分表

判定を示す記述 左記と判断する考え方

（略） （略）

（略） （略）

（略） （略）

なお、機構が作成する評価報告書では機構が行う達成状況評価では、「実施状況が良好である」の

上位に、「実施状況が非常に優れている（取組や活動、成果の内容からみて、実施状況が非常に優れ

ていると判断される場合）」を追加した４段階での判定を行います。


